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研究成果の概要： 

これまで骨の成長に重要であることが知られていた C 型ナトリウム利尿ペプチド（ＣＮＰ）

が、新たな機能として体内の脂肪蓄積の量を決定することに関与する可能性が明らかになった。

その作用は、脂肪細胞の分化を制御する遺伝子に作用することによる。今回の研究の成果は、

ＣＮＰが脂肪の形成に関わる制御機構の解明に向けた新たな突破口となることが考えられる。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,500,000 0 1,500,000 

2008 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度  

年度  

年度  

総 計 2,700,000 360,000 3,060,000 

 
研究分野：動物遺伝学、分子生物学 
科研費の分科・細目：畜産学・獣医学 基礎獣医学・基礎畜産学 
キーワード：脂肪、制御因子 

 

１．研究開始当初の背景 

脂肪は脂肪細胞が集まってできており、脂

肪が蓄積されるためには、前駆脂肪細胞の増

殖、脂肪細胞の肥大化などからなる脂肪細胞

のライフサイクルの調節が重要な要因とな

る。しかしながら、その分子制御メカニズム

は未だ明らかにされていない。脂肪細胞のラ

イフサイクルがどのように制御されている

かを明らかにすることで、医療分野だけでな

く脂肪交雑のコントロールが重要である畜

産分野への貢献が期待される。 

 

２．研究の目的 

これまでに、ナトリウム利尿ペプチドファ

ミリーの一つであるＣ型ナトリウム利尿ペ

プチド（CNP）のレセプター（NPRB）遺伝子

における遺伝子変異をもつ CN マウスでは、

腹腔内における脂肪蓄積量が極めて少ない
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傾向を示す。このことは、CNP/NPRB が脂肪の

蓄積に関与している可能性を強く示してい

る。しかし、その詳細は明らかにされていな

い。本研究では、CN マウスにおける脂肪蓄積

の異常について解析することにより、

CNP/NPRB が脂肪の蓄積に重要な役割を担う

因子として機能しているのか明らかにする

ことを目的とした。 

 

３．研究の方法 

１）CN マウスにおける脂肪蓄積の異常につい

て、生後から成長に至るまでの間における脂

肪組織の蓄積量・形態の変化を正常マウスと

比較した。 

２）脂肪組織における CNP および NPRB 遺伝

子が発現しているか解析し、局所因子として

脂肪細胞で機能しているのか解析をおこな

った。 

３）CN マウスにおける脂肪蓄積の異常が、脂

肪細胞の増殖・分化・肥大化のいずれかの段

階における異常によるものか解析した。CN マ

ウスの培養繊維芽細胞に脂肪細胞へ分化を

誘導する薬剤を添加し、脂肪細胞の形態、分

化の進行程度の解析をおこなった。 

 

４．研究成果 

CNP/NPRB シグナルが機能しないことにより、

摂食摂水量は変化しないもののマウスの腹

腔内脂肪が極端に減少することが明らかと

なった。これらの結果は、脂肪の蓄積量に

CNP/NPRB シグナルが関与している可能性を

初めて明確に示す内容である。また、

CNP/NPRB シグナルが脂肪細胞で局所的に作

用していること、また、脂肪細胞の分化過程

において、脂肪細胞の分化に重要であること

が知られているいくつかの遺伝子の発現量

を上昇させることが明らかになった。このこ

とは、CNP/NPRB が脂肪細胞の分化を調整する

因子として機能している可能性を示してい

る。本研究の成果は、脂肪蓄積の新たな制御

機構の解明につながる可能性を示している。 
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